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看護学校1年生に行った看護の場，看護の
対象及び看護婦の理解を深めるための一試み
院外見学実習を通して
看護専門学校看護原論グループ（福岡　長田　吉田）
　　　　　　　　　　　吉岡敏子
1　はじめに
　東京医科大学看護専門学校を志望する生徒は、新病
院の開設と同時に増加傾向がみられた。しかし入学後
の学生の傾向は、どんな苦労をしても看護婦になろう
という意志の強さを感じさせる者が減少しているよう
に思われてならない。それは欠席状況やテストの解答
内容に反映しているように思われる。私達教員もこれ
らの学生に、どのようにすれば学習意欲を高めること
が出来るか、そして看護の学びを興味深くし、真剣に
取り組めるようになれるか、日夜苦心している。
　授業の中で特に1年次に教えている「看護の場とは」
「看護の対象とは」「看護婦とは」「看護とは」「健
康とは」といった、いわゆる看護原論1としての内容
は、抽象的概念の部分が多いため学生に理解させるの
になかなか困難iを感じているところである。
　そこで今回の1年生（24回生）を対象に、入学し
て間もない5月から6月にかけて、「看護の場」「看
護の対象」「看護婦とは」の理解を深めようと表1に
示す施設を見学した。これらの見学を通して、机上の
学習を，イメージ化しやすくし、さらに学習が発展して
いくことを期待している。ここにその時のレポートと
発表会の内容、4ヵ月後に書いた看護原論1の終了時
の感想文などを通してまとめ評価したので報告する。
　見学場所
紗 1回目の見学 2回目の見学
1 スポーツ会館
O井信託銀行厚生室
原町特別養護
@　　　　老人ホーム
2
文化女子大附属
@　　　　　杉並高校
ｬ平第4中学校
あゆみの家
3 原町特別養護@　　　　老人ホーム
小平第4中学校
s立大附属高校
4 堀江福祉センター スポーツ会館O井信託銀行厚生室
紛 1回目の見学 2回目の見学
5 スポーツ会館 堀江福祉センター
6 あゆみの家
i心身障者通所訓練
@　　　　　施設）
スポーツ会館
7 鷺宮福祉センター 都立三田高校
8 スポーツセンター@（文京区立） 鷺宮福祉センター
ll　展開方法
　1．見学目的
　　ユ）看護婦の働く場を理解する。
　　2）そこを利用する人々を理解する。
　　3）そこで働く人々を知る。
　2．学生数1年生80名
　3．見学時間　午後の半日を2回
　4．見学場所　表1参照
　5．発表会
皿　見学内容
　表1のように発達段階と健康レベルを考慮に入れて、
1人の学生が2ヵ所見学出来るようにした。引率は看
護原論グループの教員4名があたり、母校の保健室へ
行ったグループは、その学校の出身者を引率者とした。
その他のグループでは、引率者なしで行った。見学が
全て終了した時点で、発表会をもち、見学出来なかっ
た箇所についても共有出来るよう配慮した。
　1．中学校、高等学校の保健室・
　見学した保健室は学校の中でも利用しやすい位置に
あり、気軽に出入り出来るようにドアはいつもあけて
あった。保健室を利用する生徒はいずれも思春期にあ
り、友達、進路、身体的なこと、家庭の問題、勉強等
々の悩みを多くもっているため、病気や怪我の手当て
だけでなく相談に訪れる生徒が多い。
　養護教諭は生徒が心身共に健康で勉強に励める環境
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をつくるように細々と配慮していた。申学校に於いて
は基本的な生活条件である睡眠、排泄、バランスのと
れた食事の大切さを教え、自分の健康は自分で守るこ
とを指導している。高校生ともなると飲酒の害、タバ
コやAIDSの危険についての知識の普及に努めてい
た。又全校生徒の安全のために飲料水の水質検査を行
っている。
　担任の先生方ともよく連絡をとり、生徒の問題解決
にあたっている。学校の中でも偏見が残っていて、養
護教諭の重要性が認められていなかったが、4～5年
前から少し変わってきた。
　2．スポーツセンター、スポーツ会館
　スポーツセンターやスポーツ会館には競技場やトレ
ーニングルーム、相談室と共に保健室もあった。保健
室には利用者が少いため非常勤の看護婦が、週に2～
3回いるだけであった。
　40才～50才代の人々の利用が多く、中年太りの
予防や成人病の予防のために通っているが、「ストレ
スの解消になるし友達も出来るので楽しみに来ている」
との声がきかれた。
　そこで働くインストラクターから病院の看護婦への
要望を沢山きくことが出来た。（やさしくしてほしい
など）
　3．企業体の厚生室
　産業看護婦の活躍の場は一ヵ所しか見学出来なかっ
た。三井信託銀行厚生室は銀行本社内に設置され利用
しやすく配慮してあった。週2回非常勤の医師が診察
する。
　利用者は社員並びにその家族で、40才以上では慢
性疾患をもった人（高血圧、糖尿病など）が大半をし
める。
　厚生室の大きな仕事は全社員（約3000名）の春
の定期検診と秋の成人病検診であり、社員の健康管理
に努めている。平常は診察介助、健康相談などが主な
仕事であるが、身体症状を訴えた人でもストレスによ
る場合もあり看護婦が判断して、専門のカウンセラー
に相談するようアドバイスする。見学中に厚生室を訪
れた社員と看護婦の会話をきき、社員に頼りにされて
いることを感じた。
　4．老人福祉センター
　今回は中野区内の老人福祉センターを2ヵ所見学し
た。1カ所は10年の歴史をもつ所、他は1昨年新し
く出来たところで最新の設備を備えていた。そこには
生活相談室、健康相談室、浴室、シャワー室、教養娯
楽室、機能訓練室、集会室、図書室などが設置されて
いた。
　お年寄は、他の人々との交流をもち、健康で豊かな
生活を送るために利用している。1日の利用者は60
才以上の老人200人程である。利用するお年寄が心
身両面で生き生きとなるように多彩な催しがされてい
る。見学日に行なわれていた健康体操に参加していた
老人は頭にバンダナをきゆとしめ、軽やかに動き、話
題はフレッシュで冗談を言いあっていた。学生達は、
老人のあまりの若さに驚いた様子だった。
　そこで働いている人々は下記のとおりである。
所長　　　　ユ
ネ畠杓ヒ手旨導員　　2
保健婦　　　1
生活相談員　2
用務員　　　3
PT　2，0T　2，計13名
　保健婦は「このセンターでは生き方のモデルが豊富
でとても勉強になります。」と話していた。保健婦は
健康相談やリハビリの援助、健康体操の指導などをし
ている。若い頃から働き、社会に貢献して来たお年寄
が「老いてなお若し」と体を動かし、人々と交流し、
はつらつと生きられるよう援助している。
　5．特別養護老人ホーム（原町ホーム）
　山の手線の内側に出来た唯一の特別養護老人ホーム
で入所人数は50人である。東京女子医大病院のすぐ
近くにあるが、病院附属でないため、受診や入院が困
難である。施設は新しくきれいで、食堂、喫茶室、作
業訓練室、浴室などがある。
　利用者の平均年令は89．2才で女性38名、男性1
2名である。中には痴呆の人も多く、作業療法中に手
先きがきかず、ボーとしていたり、人と話をしていて
も一方的に、しゃべったりしている場面がみられた。
そのようなお年寄に「楽しみは？」ときくと「若い人
と話している時が一番楽しい」との返事が返って来た。
50人の中で、家族が一度も面会に来ない人が5人い
るということだった。
　ここで働く人々は次のとおりである。
施設長　　1
生活指導員1
栄養士　　1
調理員　　1
事務員　　1
看護婦　　2
寮母（父）17
介助員　　1
マッサージ師　1
医師（非常勤）1
0T（　”　）1
PT（　”　）1
看護婦は、寮母と協力して、お年寄の介護にあたる一
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方病気の予防、早期発見のため活躍している。ここで
の喜びは、お年寄が少しでも自分の力で身のまわりの
ことが出来るようになることであると看護婦は話して
いた。
　6．心身障害者通所訓練施設（あゆみの家）
　心身障害者65人が送迎バスで通所し、機能訓練や
職業訓練を受けているが40人は幼児グループに属し、
このグループでは早期発見、早期治療が重要である。
そのため保健所等の健康診査により発見された障害児
に対し、在宅訪問指導も行い、母親に子供の障害を受
容させ、療育指導を行なっている。成人グループは、
18才以上で、「日常生活の中で、持っている力をの
ばす。友達とふれあいを多くもつように、家の外に出
る。」を目標に訓練を行なっている。
　看護婦は他の職種の人々と共に訓練に参加し、状態
を観察し、異常の発見につとめている。
N　考察
　以上のように発達段階と健康レベルとを考慮に入れ
て、発育ざかりの中学生から、90才の老人までを対
象にした施設を見学し、多くの人々と、ふれあうこと
が出来た。学生は、看護の場は病院だけではなく、健
康な人々が、健康保持増進する場もあるときいても、
病院実習が多いため、3年生になっても、なかなか実
感がともなわない現状であった。従って、初期の段階
で、看護といえば病院と考えていた学生寮は、この見
学を通し、驚き、考えを改めた。
　看護の対象については、老人福祉センターを見学し、
今までの老人に対する暗いイメージが変わり、はつら
つとして、自分のやりたい事と取組んでいる若々しい
姿を知り、先入観が大きく変わった。しかし、特別養
護老人ホームでは、肉親がいても見舞に来ない人、痴
呆で、この世の中には肉親がいないと思っている人な
どに接し、何と淋しいことかと同情し、自分の親には、
そのような思いは、させまいと強く感じている。
　スポーツセンターや老人福祉センターを利用する人
々をみて、自ら健康を求めていく姿を知り、健康に対
する意識の変化を感じたようだ。
　そして、看護職にある人々から、貴重な話を沢山き
くことが出来た。養護教諭が多忙な中、全校生徒の安
全に目を配り、一人一人の生徒のために気使っている
様子をきき、在学中は全く意識しなかっただけに、大
きく感激したようだ。企業の見学では、刷れにも打ち
あけられない悩みを、相談に来る社員が、看護婦を深
く信頼している様子をみて感動した。
　学生達は、地味な仕事だが、情熱をもって働いてい
る看護婦の姿に感激し、大きな動機付けになった。
　又、その後、学生の中でどのように発展しているか
を看護原論1の講義終了時に書いた感想文からひろっ
てみると次のとおりである。「健康は身体的、精神的、
社会的に調和し、人間として、人生の中で、それぞれ
の目的に向かって努力していること」と学んが、「あ
ゆみの家」で見学した障害をもった人々のひたむきな
姿とピッタリと結びつき、よくわかった。又、老人福
祉センターを見学した学生は、家に帰り、祖母に話し
たところ、祖母が友人をさそって、近くの老人福祉セ
ンターに通いはじめたなどの報告もあった。
　このように、初めての試みとして一年次初期に企画
した院外見学実習が、効果的に発展している様子を知
り、大変喜んでいる。次回には、さらに見学場所、そ
の組みあわせなどを考慮し、より効果的な見学実習が
出来るように検討していきたい。
V　おわりに
　変化する学生のニーズを把握しながら、今後も教育
方法を検討していきたいと考えているが、皆様からの
忌禅のない御意見をいただければ幸いである。
　最後に、多忙な中、多くの学生の見学を受け入れて
下さいました関係者の皆様に深く感謝致します。
（参考文献記載省略）
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